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地域連携センター事務室
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徳島文理大学
２号館（地域連携センター）

新世紀のキャンパス
Campus of New Century
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の重要な役目なのだ。
「地域連携への具体的な動きはもちろ

ん、学内の意識付けや認知向上も行いま
す」との言葉通り、センターが設置され
たことで、それまで自主的な学科・教授・
ゼミ単位でしか地域と繋がっていなか
ったところに、学内での横串が通り、複数
の学科の掛け合わせで地域連携するプ
ロジェクトが出始めた。とはいえ本格的
な取り組みはこれからだという。学部学
科や地域等、複数のリソースを客観的な
目線で有機的に繋ぎ、立体的な連携事
業を多く創出することが目標だ。

拠点となる2号館は3階建てで、ガラ
スを多用し採光率の高い造り。1階に
は地域連携センター事務室、学生の健
康を管理する「保健センター」、理学療
法学科の実習に使われる「水治療実習
室」、30人収容可能な「コミュニティスタ
ジオ」、学生用のフリースペース「アクテ

ィブラウンジ」があり、2階にはセミナー
サイズの講義室「アカンサススタジオ」
と、3階にまたがって「アカンサスホー
ル」が配置されている。学生の学び支
援のための施設設備が整い、地域連携・
健康長寿・異世代交流等をテーマに、学
内外のコミュニケーションスペースと
して活用されることが期待されている。
取材時もラウンジでは学生が多く自習
に励んでいる姿が見られた。保健セン
ターも毎日気軽な雰囲気で学生が相談
に訪れ、コンディションを整えていくと
いう。駐車場に隣接し、広いキャンパ
スにあって学外からのアクセスも良い。

地域の大学が地域活性にどう関わる
かは、言うまでもなく大学にも地域にと
っても重要課題である。動き始めた地
域連携の核として、センターがその機
能を最大化していくことを期待したい。

（本誌　鹿島 梓）

徳島文理大学は、1895年村崎サイが
「女性の自立」をうたい設立した私立裁
縫専修学校を母体とし、短大化、女子大
設置、共学化を経て、今や9学部を展開
する総合大学である。地域連携セン
ター（以下センター）は、120周年事業
の一環として2015年にオープンした2
号館1階に設置された。背景には国が
重点強化した地方創生政策の一つ、Ｃ
ＯＣ＋事業への採択があったという。

ＣＯＣ＋は大学単位ではなく、自治
体・中小企業・地域の他大学との連携
プロジェクトに対して助成する事業で
ある。徳島県の場合、参加大学全体に
よる県内の人材育成を基軸とした「と
くしま元気印イノベーション人材育成
プログラム」が認定されている。最終
的には地域への雇用創出を想定した
仕組み作りを行っているが、「まず大事
なのは自立した学生を地域全体で育
成すること」と、夛田羅勝義センター長
は語る。建学以来の「自立協同」を実
践する学生を地域で育てるべく、まず
は学生が自分の身近な問題として地
域を捉えるためのきっかけ作りを多く
提供する。センターはあらゆる利害関
係の調整・ハブ役となり、適した配役を
差配し、プロジェクト全体の効果を最
大化する。例えば全学部1年次必修
の「地域学」では、四国の歴史・文化・経
済に大きく関係する「四国遍路」につい
て、座学と実践を通じて学ぶほか、県
知事に県政を学ぶ回、地元新聞社の講
演の回等、地元に根差した授業設計と
各所調整を行っている。「自立協同」
の「自立」とは「他に依存せず自ら立
つ」ことであり、「協同」とは「力や心を
合わせて事に当たる」ことである。地
域を通じてその両スタンスを身につ
ける教育を設計することが、センター
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学生が自由に活動できる1階「アクティブラウンジ」。毎週木曜日は音楽学科の
学生によるランチタイムコンサートも開かれている。

2・3階にまたがる450名収容可
能な「アカンサスホール」。音響
効果に優れ、講義や講演会のほ
か、コンサート・演劇も開催され
る。優れた文化人でもあった村
崎凡人前理事長が愛好した音楽
に関する学部・施設を有するの
も、徳島文理大学の特徴。

「水治療実習室」はもとは介護の実習用。要介護者の入浴介助を学べる、全国でも
珍しい設備だ。

児童学科で参加した地域の子育てイベントの様子。大学で
学んだ内容を地域で実践し、課題を持ち帰り、さらに学ぶこと
へのモチベーションを得る。

フィールドワーク「地域学遍路
ウォーク」の様子。お遍路の魅力
はもちろん、現地を回ることで分
かる課題や改善点等を学ぶ。

鳴門市の協力のもと、理学療法学
科・メディアデザイン学科が共同
制作した、指定津波避難所への要
介護者等の介助法動画。学科の垣
根を超え、それぞれの学びを活か
した事業を考案する。

「保健センター」事務室。奥には保健室、相談室、診療所と、プライバシーに配慮
した専用出入り口がある。

セミナー形式教室「アカンサススタジオ」は最大80名収容可能。

http://souken.shingakunet.com/college_m/
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